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学校関係者評価結果 
学校関係者評価委員会会議の中で本校の行った令和 4 年度自己点検の評価について

すべての項目において了承を得た。評価委員からの主な意見は次のとおりである。 
 
・学生に選ばれるための施策（新規獲得）と教職員の採用、満足度向上など課題が多い中ではあり

ますが、意見交換や連携などをして多摩地域の就職に強い専門学校と多摩地区で必要とされる企

業で魅力を伝え、発展をしていければと思います。 

・現場の最前線で活躍する地元企業の専門家に講師をお願いし、ターゲットを明確にした授業など

を実施してみてはどうでしょうか。 

・報告内容に e-ラーニングで就職後に役に立つ学内資格の創設と受験勧奨を実施することと、教諭

の待遇改善とコンプライアンス順守などがテーマでしたが、業界により職種と担当業務によって

必要とされるスキルが違うので、この資格があれば就職に有利というものを一概にお答えするこ

とはできません。弊社では総合職採用としているので、持っている資格によって配属が決まって

しまう可能性もあります。業界内の仕事がもっとスペシャリストを必要とする流れになれば良い

のですが、今は何でもできる人が重宝されていることも事実です。 

・教員の待遇改善については、先生のレベル・待遇が上がれば授業の質が上がると想像できますの

で引き続きこの取り組みを継続していただくことに賛成します。 

・学生への思いや取り組み、社会のニーズに対応して行こうとされている姿勢に感激しており、マ

イナス評価をする要因がございませんでした。 

・ハラスメントについては組織運営の中で非常に重要な部分であり、時代の流れや環境の変化に対

応したコミュニケーション能力が求められると思います。教員と学生となると育ってきている時

代背景が全く異なり、価値観や考え方もその時代の影響が根本にあるかと思います。また職員同

士も同様です。貴校ではハラスメント研修を実施しているかと思いますが、それが貴校全体に広

まって行けば良いかと思います。ただハラスメントを重要視し過ぎてしまい、変な勘違いをした

り、萎縮したりして、何でもかんでもハラスメントと訴えてこないような状況にして頂ければと

思います。バランスが難しいかと存じます。 

・コロナ禍がスッキリ明けたと言えない状況ですが、コロナ禍の真っ只中で授業を受けられていた

学生と、新入生とモチベーションのズレが今後出てこなければ良いかと思います。教職員の皆様

もコロナ前に戻る回復力が大変ではないかと察します。日本工学院八王子専門学校が第一志望の

学校となるよう微力ではございますが、何なりとご相談いただければと思います。 

・全体的に特記事項については、過去 3 カ年ぐらいの実績が書かれていれば良いかと思います。そ

れ以上前のことが書かれていると進化が止まっているような印象を持ちますので、もし記載する

のであれば、改善、実施した結果が書かれていると良いと思います。 

・教職員研修は、実施されると思いますがこれからもどうか業務として認めていただけることも合

わせてお願いします。しかし自己研鑽という形ですまさないようお願いします。 

・保護者会は今後も対面、オンラインなどハイブリット式を継続していただければと思います。 

・毎回ご説明を伺うたびに着実に学校運営を進展されていることに敬意を表したいと思います。殊

にコロナ禍における授業のあり方について学生の要望に沿った改革を着実に図っていることは

学ぶ側に取ってとても有難いことかと思われます。また会議の折にもお話いたしましたが対面授

業とオンライン授業のハイブリッドにおいて如何に学生とのコミュニケーションを取るかにつ

いてはご苦労された成果がよくわかりました。ただフィードバックのやりすぎということは無い 



かと思いますので更なる取り組みを期待しています。高等教育機関の多くが学生募集に苦慮して

いる昨今、選ばれる学校としての特色づくりに精励されているお話も大いに評価されるべきとこ

ろです。益々のご発展を期待して次回にうかがえることを楽しみにしております。 

以上 
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いつも大変お世話になっております。 
この度は、学校関係者評価委員会にご出席いただきまして、誠にありがとうございました。大

変お忙しい中、貴重なご意見を賜りありがとうございました。 
令和 5 年度の学校関係者評価委員会において討議された内容を踏まえ、次の 5 点につい

て検討いたします。 
 

１．社会のニーズに対応するため、新設学科の検討を行う。 

２．第一志望の学校に選ばれるため教育の質の向上を図る。そのため教員の業務負担の軽

減、教育研修の実施、研究授業等に取り組んで行く。 

３．企業連携を強化し、地元企業で活躍する実務者に講義を行ってもらい、専門教育の充 

実を図る。 

４．教職員がコンプライアンスの大切さを理解し、学校ハラスメント防止に徹底した取り

組みを行う。 

５．教職員の満足度調査を引き続き実施し、問題点の洗い出しを行い、満足度向上を目指

す。 

 

以上 


